
【会長の時間】 藤森会長 「教育は未来への

奉仕 ～母子の健康月間に寄せて～」 

皆様、こんにちは。本日は少しだけ、私が教

育に携わる者として日頃感じていることをお

話ししたいと思います。7月は、ロータリーの

「母子の健康月間」です。ロータリーでは、世

界中の母親と子どもたちが安心して出産し、

健やかに成長できるよう、医療や保健、栄養の

支援など、さまざまな活動を行っています。私

自身、幼児教育の仕事に携わっていますが、母子の健康とは、身体の健康だけで

はなく、子どもが安心して育ち、心豊かに成長できる環境を整えることも大切だ

と考えています。子どもたちは、毎日の園生活の中で、「ありがとう」と言うこと、

「ごめんなさい」と言うこと、友達と分け合うこと、順番を守ることなど、人と

して大切なことを少しずつ身に付けていきます。そんな教育について考えるとき、

私はアメリカの作家、ロバート・フルガムの『人生に必要な知恵はすべて幼稚園

の砂場で学んだ』という本を思い出します。この本には、「人生で本当に大切なこ

とは幼稚園で学んだ」という趣旨のメッセージがあります。 

分け合うこと。 

うそをつかないこと。 

人を傷つけないこと。 

使ったものは元の場所に戻すこと。 

間違えたら「ごめんなさい」と言うこと。 

そして、「ありがとう」と感謝すること。 

どれも子どもたちには毎日伝えていることですが、実は私たち大人にとっても、

とても大切なことではないでしょうか。ロータリーの「超我の奉仕」や「四つの

テスト」も、その根底にあるのは、相手を思いやる心、誠実さ、そして信頼です。

私は、幼児教育とロータリーには多くの共通点があると感じています。教育とは、

子どもたちの未来を育てることです。そしてロータリーの奉仕も、地域や社会の

未来を育てる活動です。どちらもすぐに成果が見えるものではありません。しか

し、今日の小さな積み重ねが、10年後、20年後の地域や社会を支える大きな力に
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なります。母子の健康月間にあたり、改めて子どもたちの健やかな成長と、未来を担う人づくりの大切さを考える

機会にしたいと思います。ロータリアンとして、これからも未来への種まきを続けていきたいと思います。ご清聴、

ありがとうございました。 

 

【幹事報告】 

◎お知らせ ・日本赤十字社三重県支部点訳奉仕団設団 70周年記念大会において、多年にわたる貢献に対しての感

謝状が授与されました。 ・日赤点訳奉仕団の資材協力は例年通りさせていただきます。 ・3階特別会議室で例会

を行う際は、名札プレートを表向き（名前が見える向き）にしていただきますようお願いいたします。 

◎家庭集会 

7/23（木）当番リーダー：岩見 出席者：亀井 梅澤 森本雅 奥田  

◎次週の予定 

7/20（月）法定休会（海の日） 

7/26（日）6:00～7:00名張川納涼花火大会翌日の清掃作業（延期の場合は中止）6:00に愛宕神社周辺に集合してく

ださい。オレンジジャンパー着用。雨天決行、ひどい時は LINE連絡します。軍手、カナバサミをお持ちの方はご持

参ください。各自帽子など熱中症対策をお願いします。 

7/27（月）第 2861 回例会 ガバナー補佐訪問  / 例会終了後 会議室 C（4F）にて クラブ協議会 出席者：14

名（理事・委員長・新会員）活動計画書をお持ちください（藤森 宮尾 奥中 小川 奥田 隱地 井上 森本 玉田 大崎 

湯野 橋本 森本雅 杉本）。 

◎他クラブ例会の変更 ※事務局にてご確認ください   

◎その他 ・前例会時に、髙尾愛生さんのお母様より、お菓子を頂戴いたしました。皆さまにお配りいたしますの

で、どうぞ召し上がりください。 

 

■家庭集会の報告 

7/8（水）（6/25延期のため） 

リーダー：小川貴司 / 参加者：浅津・坂本 話題：浅津元地区幹事より「亀井パストガバナーを的場元代表幹

事と共に支えた苦労話」「体力勝負のクラブ訪問」「各地のクラブは所変われば十人十色」 

 

■ゲスト卓話 名張市福祉こども部 健康・子育て支援室係長 有年貴子様 

○名張市の現状と母子保健事業の取り組みについて 

名張市は大阪のベッドタウンとして発展しましたが、現在は人口約

7.3 万人と減少傾向にあり、令和 6年度の合計特殊出生率は 1.06と

全国・三重県と比較しても、急激な少子高齢化に直面しています。特

に市内に分娩施設がなくなり、子育て環境の課題が顕著です。これに

対し、市内 15の地域に「地域づくり組織」を設置し、住民主体のま

ちづくりを推進しています。さらに各地域に「まちの保健室」を整備

し、専門職員（チャイルドパートナー）が身近な総合相談や見守りを

行う、地域密着型の福祉基盤を築いています。 

○全国に先駆けた「名張版ネウボラ」 

平成 26 年度より、フィンランドを参考にした「名張版ネウボラ」を国のモデル事業として、全国に先駆けて開始

しました。チャイルドパートナー（まちの保健室）を身近な窓口とし、母子保健コーディネーター（保健師・助産



師）や関係機関が連携し、妊娠・出産・育児の切れ目ない伴走型支援を提供する独自のシステムであり、加えてニ

ーズに合わせた母子保健事業を実施しています。令和 6年 4月には「こども家庭センター」を開設し、母子保健と

児童福祉を統合した一体的な支援体制へと進化させています。 

○環境変化に応じた新たな独自事業 

名張市では、母子のニーズに合わせた支援ができるよう母子保健事業の改変を随時実施しています。市内での分娩

不可という厳しい状況を受け、令和 7年から以下の独自事業を展開しています。 

『名張あんしん出産・子育て応援事業』 

令和 7年 2月～「遠方の分娩取扱施設等への交通費等助成事業」、円滑な救急搬送のために妊婦情報登録をする

「妊婦情報事前登録制度」、「産婦人科・小児科のオンライン相談事業」 

令和 7年 4月～県内唯一となる、保育所内で直営の「デイサービス型産後ケア事業」を実施。助産師・看護師によ

るケアを実施しています。 

○孤立を防ぐ地域連携型のサポート 

妊娠届出・母子健康手帳発行時に妊婦からの聞き取りを十分に行い、身体状況や社会的支援等の状況により、ハイ

リスク妊婦・特定妊婦として支援を開始。出産直後の不安を早期に把握するため、独自に「生後 2週間目全戸電話

相談」を実施しています。また、「こんにちは赤ちゃん訪問」を地域の主任児童委員に委託し、地域の見守りにつ

なげているのが名張市の大きな特徴です。事前に保健師らが把握した情報を共有することで、地域の子育て広場へ

スムーズに誘い、「地域の子どもは地域で育てる」意識を醸成していま

す。近年ニーズが高い「パパの出産育児準備教室」も定員増を予定してお

り、家族全体を支える事業が充実しています。 

○今後の展望：全世代を通じた健康なまちづくり 

「妊婦応援都市宣言」や「ベビーファースト運動」を掲げる名張市は、法

制化された「妊婦のための支援給付」を活用し、経済的支援と伴走型支援

を両立させています。 

 

【ニコニコ BOX】本日の合計金額 38,000円 

〇名張市福祉こども部 健康子育て支援室 有年様、本日は卓話お願い致します。藤森会長 

○有年様、卓話よろしくお願いします。杉本幹事 中島君 浅津君 城山君 井上君 幸松君 宮尾君 奥田君 廣

瀬君 森本宏君 廣野君 志浦君 三木君 今中君 大崎君 丹下君 脇坂君 玉田君 大薮君 小川哲也君 梅

澤君 岩見君 湯野君 森本雅史君 

○妻のルミちゃんが誕生日を迎えました。三枝君 

〇7/10 で古稀を迎えました。ついに 70歳の大台に乗ってしまいました。小川貴司君 

○福本君、家庭集会お世話になりました。川口君 

○浅津君、家庭集会ありがとうございました。楽しい会でした。勝木君 瓦井君 富永君 橋本君 

○福本さん 浅津さん 家庭集会お世話になりました。奥中君 隠地君 

○坂本はもう一度、ロータリーの初心に返り、「入りて学び出でて奉仕せよ」の教えから学び直しますので、改めて

よろしくお願い申し上げます。坂本君 

 

■お祝いの皆様 


